
2019.11　No.564 3

C
LO
SE UP

T
O
P
IC
S

著作権教育伝道師の公募について
＜国際・企業経営業務部　知的財産部門＞　

　日本行政書士会連合会（日行連）、国立大学法人山口大学（山口大学）、一般社団法人コンピュータソフト

ウェア著作権協会（ACCS）は本年５月に締結した「著作権の普及啓発に係る包括連携協定」を元に、この

度、「著作権教育Eネットワーク連絡会」として協働して、より効果的な著作権の普及啓発活動を実施するこ

とといたしました。

　 公募趣旨 

　当連絡会では、著作権の普及啓発活動の一環として「児童・生徒等に向けた知財教育出前授業」「教

員に向けた知財教育指導案に係る出張講義」等の普及に向けたプロジェクトを実施することとしており、

本公募は、その対応人材となる知財教育に精通した行政書士を全国的に募集することを目的としています。

　 著作権教育伝道師とは 

　著作権教育の知見を持ち、教育現場での実践経験があることはもちろんですが、何よりもその普及啓

発活動に意欲的かつ継続的に力を入れて、全国に教え伝えることを使命として活動できる方を発掘すべ

く命名したものです。

単位会

全国から意欲・知見のある行政書士を公募する。日行連

専門的な知見及び実践経験から検討事項について対策を考える。

＜主な検討事項＞

・著作権教育の普及に向けて必要な人材の発掘やその育成方法
・単位会との連携スキーム　など

＜目指す成果＞

・育成目標の明確化
・育成スキームの確立

育成スキームを活用して、知財支援人材の育成を行う。

伝道師

　＜日行連⇒伝道師⇒単位会＞

　知財教育の全国的な普及と知財支援人材としての行政書士を普及するための伝道師！
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＜公募の流れ（予定）＞

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「著著著著著著著著著著著著著著著著著著著著作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師 特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設ササササササササササササササササササササイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ著作権教育伝道師　特設サイトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」をををををををををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設ししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたを開設しました！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
https://www.gyosei.or.jp/dendoshi/

こちらからエントリーシートのダウンロードができます。 ※特設サイトイメージ　

11月 1日

11月30日

12月下旬

1月下旬

2月上旬

3月

本誌及び以下の特設サイトにて指定エントリーシートを掲載。
郵送またはメールにて応募。書類選考の実施。

＜公募期間：11月 1 日～11月30日＞

書類選考結果の通知 通知

対面審査の実施（開催場所：都内） 選考

対面審査選考結果の通知 通知

認定
勉強会・意見交換会等の開催

選考

※次年度以降、継続的に協力していただくこととし、長期的な登用を想定しています。
　予め御了承の上、御応募くださいますようお願いいたします。
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著作権教育Eネットワーク連絡会　各代表者より一言

日本行政書士会連合会　会長　常住　　豊

　著作権教育は広くは法教育として捉えることができます。法教育については、私の地
元東京都北区で１０年前から取組を始めており、「地域密着」「そうだ行政書士に相談しよ
う」の活動理念の下、現在では都下において大きな広がりとなっています。
　インターネット、情報化社会において小中学校の義務教育では無論のこと、大学教育の現場でも著作
権に関する知識や情報リテラシーの習得が必須となっています。国策である知的財産推進計画において
求められている知財支援人材として、行政書士が地域の皆様や国民の皆様のために尽くせるよう、知財
業務の分野においても一層積極的に活動していく所存です。
　三者協定の具体化としての今回の著作権教育伝道師公募をきっかけに、将来的には全国の教育現場で
リーガルサービスを受けられる制度等の確立を目指したいと考えています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一般社団法人コンピュータソフトウェア著作権協会　専務理事　久保田　裕

　当協会では、著作権の普及活動の一環として、教育機関に職員を講師として派遣する
出張授業や先生方に対する研修を請け負っています。しかしながら、職員の人員が限ら
れることや、東京から全国の学校に出前授業を行うため交通費の問題もあり、全国展開
の充実には課題があります。この度の日本行政書士会連合会、国立大学法人山口大学との著作権の普及
啓発に係る包括連携協力に関する協定により、三者の協力の下、著作権教育の推進が一層図られること
に大いに期待しています。
　さて、この度の著作権教育伝道師は、本協定に基づく著作権教育を実施する重要な役割を担います。
地域に根ざした法教育を行う行政書士ならではのきめ細かい指導やその後のフォローは、ピンポイント
で講演を実施する我々だけではできないことです。
　コンテンツ立国を目指す我が国において、著作権は必須の知識であり、地域の魅力を伝え、地域を活
性化させる「コンテンツ」は著作権に支えられています。ぜひ著作権教育伝道師に御応募いただき、著
作権教育を通じて次代を担う子どもたちの著作権知識の向上、地域の活性化に御協力ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

国立大学法人山口大学　教授　木村　友久

　山口大学では、実践的な知的財産教育を目指して２００２年頃からカリキュラム開発を進
めてきました。従来、知財教育は専門家養成を先行する傾向がありましたが、Society５.０
の時代に向けて、文理を問わず知財の知識とスキルを駆使して事業戦略やコンテンツビ
ジネスに関与する人材が求められるようになりました。そのため、２０１３年度から全学部初年次生全員
（約２,０００人）に知財教育必修化を開始し、その後も学士課程から大学院に至るまで知財教育カリキュラ
ム体系を整備しているところです。２０１５年７月３０日には文部科学大臣から「教職員の組織的な研修等の
共同利用拠点（知的財産教育）」の認定を受け、国内外の教育機関を対象に知財教育の研修も担当して
います。本学の取組の特徴は、学生の専門分野や発達段階に合わせて迅速に教材開発を行うシステムに
あります。一方で、行政書士の皆様が進めてきた法教育には定評があり、その現場での実践を持ち寄っ
て知財教材や教育手法を三者連携で開発することは時宜にかなったことだと期待しています。著作権教
育伝道師に御応募いただき、三者と連携して子どもたちの創造性を高める著作権教育システムの構築に
御協力ください。
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＜著作権教育伝道師　公募概要＞

著作権教育Eネットワーク連絡会主　 　 催

著作権教育Eネットワーク連絡会におけるプロジェクトでの出前授業、出張講義の対応
（令和２年度以降、１名につき年２～３回を予定）
※教育機関からの依頼を受けて、適宜対応者を派遣予定
＜その他対応内容＞
・出前授業・出張講義の企画提案、実施
・知財教育の普及に向けて必要な人材やその育成方法の検討
・育成人材の普及方法、拡大化、推進計画の検討
・全国的な普及に向けて全単位会との連携方法の検討
・上記の対応を目的とした連絡会、勉強会、教材等の編集会議等への出席（選定後、適宜）
※活動内容に応じて報告書を提出いただく場合あり

内　 　 容

数名公 募 人 数

行政書士で、会費滞納者ではなく、綱紀事項及び処分事項に該当していない者公 募 要 件

１　知財教育分野に精通し専門知識を有している方
２　著作権相談員養成研修を修了している方
３　法教育に関し、教育機関での授業等の実践経験、講演等の実演経験がある方
４　著作権教育の普及啓発に尽力する意欲のある方
５　東京都内で開催予定の対面審査に出席可能な方
６　従事期間後も日行連、各単位会の実施する知財教育事業における中核人材として協力
していただける方

公 募 人 材

１～３はい
ずれか又は
全てを満た
す方

指定エントリーシートの送付（郵送または電子メール）応 募 方 法

令和元年１１月１日～１１月３０日（必着）公 募 期 間

書類審査、対面審査（開催時期：令和２年１月、会場：東京都内を予定）
※必要に応じて複数回選考を行う場合あり
※選考後に勉強会、意見交換会等を実施し、その後、当連絡会より認定（予定）

選 考 方 法

書類審査については１２月下旬までに書面にて通知予定
対面審査については翌年２月上旬までに書面にて通知予定

選 考 結 果
通 知 方 法

選考基準や合否の理由についてはお答えいたしません。
選考後、伝道師として制作された成果物としての著作物は広く使用することが想定されます。
対面審査進出者には、著作物使用承諾書への御署名をお願いする場合がございますので、
御了承ください。

注 意 事 項

エントリーシート送付先
　日本行政書士会連合会　事務局業務課宛
　　〇郵　　　送：〒１０５－０００１　東京都港区虎ノ門４－１－２８　虎ノ門タワーズオフィス１０F
　　〇電子メール：gyoumu３@staff.gyosei.or.jp
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著作権教育伝道師　エントリーシート

（西暦）　　　　 年　　　月　　　日

生年月日

氏  名

出前授業等の実践経験、知財教育（法教育）の研究・普及活動経験があれば、その内容について自由にお書きください。

□公募概要の内容を理解し、承諾の上、申し込みます。

ふりがな 性別

男 ・ 女

登録番号
（８桁）

事務所所在地　〒

TEL 携帯電話

事務所URL
（任意）

E-mail

著作権相談員養成研修

　□修了　　　　□未修

出前授業等の実践経験

　□あり　　　　　□なし

知的財産管理技能士

　□１級　　□２級　　□３級　　□なし

著作権ビジネス検定

　□上級　　　□初級　　　□なし

教員免許

　□あり（ □小学校 ・ □中学校 ・ □高校 ）　　　　　□なし

小中高等学校向けテキスト等の作成経験

　□あり　　　　　□なし

※送付が可能な場合は同封してください。

単位会での役職経験

　□あり　　　　　□なし

（役職：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

以下の□にチェックの上、お申込みください。


